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研究成果の概要（和文）： 
ロシア連邦カムチャッカ半島で話されている消滅の危機に瀕したアリュートル語(チュク
チ・カムチャッカ諸語)について 1) 代表者によるこれまでの調査で得られた音声および動
画資料、2) ロシアの文化人類学者 V. マリュコービチ氏が 1960 年代から 80 年代にかけて
収集した音声資料、3) 同氏による未公刊のタイプ原稿および手書き原稿を電子化、その一
部を分析し、データベースを作成した(そのうちテキスト 10 編を公開)。また電子化した資
料を利用して記述研究を進め、研究成果を口頭発表および論文の形で公表した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This project aims to conduct a descriptive study of Alutor (Chukchi-Kamchatkan 
Language), one of the endangered languages in Siberia, to digitize (1) unpublished 
audio/video materials recorded by the principal investigator, (2) unpublished audio 
materials recorded by the late Dr. V. Malyukovich (Russian researcher) during 
1960s-1980s, (3) unpublished typed and handwritten materials by him, and to 
construct a textual database on the basis of those materials. Some results of this 
research project were presented orally at various meetings such as the General 
Meetings of Japan Linguistic Society, a symposium supported by Hokkaido University. 
Some of the texts materials and research papers have been published in journals. 
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１．研究開始当初の背景 

アリュートル語はチュクチ・カムチャ

ッカ語族に属し、ロシア連邦カムチャッ

カ半島の北部に位置する旧コリヤーク自

治管区で話されている言語である。話者

人口は 100 人程度と見られており、主な

話し手は 50 代以上の世代で、すでに子供

にはほとんど継承されていない消滅の危
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機に瀕した言語である。 

アリュートル語は能格・抱合・語彙的

接辞など、ヨーロッパやアジアの大言語

には見られないユニークな特徴をもつ。

これらの特徴はチュクチ・カムチャッカ

語族にとどまらず、エスキモー語や北米

インディアン諸語、オーストラリア原住

民諸語など、環太平洋地域で話されてい

るほかの少数言語とも共通している。し

たがってアリュートル語の研究は同系諸

言語にとどまらず、これら諸言語におけ

る文法上の問題を明らかにする上でも、

多くの興味深い問題を提供しうるといえ

よう。 

しかしアリュートル語については過去

において若干の記述がなされてきたとは

いえ、などその数はきわめて少なく、今

後も研究をすすめる上で十分であるとは

とうていいえない。アリュートル語がこ

のまま十分に研究されないまま消滅して

しまうならば、言語の本質を探る上で、

また類型論の研究をすすめる上でもきわ

めて大きな損失であるといえよう。した

がって、アリュートル語がきわめて危機

的な状況におかれていることを考えると、

日常生活の中でこの言語を頻繁に使用す

る話し手が健在なうちに、少しでも多く

の資料を収集・整理・分析し記述研究を

進めることが緊急の課題となっている。 
なお本研究では、代表者がこれまで収

集した音声資料に加え、ロシア人の文化

人類学者マリュコービチ氏が 1960 年代

から 80 年代にかけてアリュートル語カ

ラガ方言を中心に収集した音声資料の整

理・分析をすすめてテキストデータベー

ス化することも目的としている。氏の資

料は現在の話し手が知らないような多く

の情報を含むものであるが、これまでほ

とんど公開されないままに氏の家族のも

とに保管されており、外国人の研究者が

利用するのはきわめて困難である。 
これらの音声資料を電子化し、データ

ベース化することが同系諸言語の記述研

究ばかりでなく、言語学一般の類型的研

究にも大きく貢献することは明らかであ

る。以上のような状況から本研究の構想

にいたったものである。 
 
２．研究の目的 
本研究は、代表者がこれまで収集し、ま

た今後も継続して収集予定の、消滅の危機

に瀕したアリュートル語の音声・動画資料

および、ロシアの文化人類学者 V.マリュコ

ービチ氏が 1960 年代から 80 年代にかけて

収集した未公開の音声資料および手書原稿

を電子化・分析し、テキスト資料データベ

ースを構築し、それに基づく記述研究を進

めることを目的とする。また研究成果は英

語あるいはロシア語により公開し、この分

野に関心を持つ海外の研究者や、現地コミ

ュニティのメンバーと共有することを目指

す。 
 
３．研究の方法 
(1) 現地調査 
現地調査では旧ソ連期に収集された文献資料
および音声資料のデジタル複製を行なった。
さらに、話者の協力のもとに文法に関する聞
き取り調査をするとともに、既存資料の分析
および新な民話資料(音声・映像)の収集・文
字化をおこなう。さらに話者を招へいするこ
とにより、作業の共同と効率化をはかる。 
 
(2) 収集資料の加工と処理 
現地調査により収集した資料および過去に収
集した資料はすべてデジタル化し、テキスト
データベースの形にする。分析が終了した資
料には海外の研究者や現地コミュニティのメ
ンバーが利用しうるよう、英語およびロシア
語による対訳を整備する。ロシア語で書かれ
た手書き原稿およびタイプ原稿の電子複製は
OCRソフトにより文字化し、ロシア語母語話者
の協力を得て校正作業をおこなう。 
 
(3)研究成果公開 
テキスト資料や研究論文は国内外の雑誌やイ
ンターネットサイトで公開する。また、学会
・シンポジウムなどで研究発表をおこない、
成果の公開と普及をはかる。 
 
４．研究成果 
(1)現地調査および話者の招へい 
毎年 3週間から 1ヶ月程度、ロシア連邦カム
チャツカ地方において、あるいは現地から話
者を招へいして調査をおこなった。調査では
アリュートル語母語話者へのインタビュー、
話者の協力による過去の音声資料の文字
化・翻訳作業、複数の話者による会話の記録
等をおこない、新たなアリュートル語音声資
料および動画資料を収集した。 
 
(2)過去の音声資料のデータベース化 
別のプロジェクトの助成により電子化の終
了した音声および映像資料(過去に記録され
たオープンリールテープ・アナログオーディ
オテープ・MD・DAT による音声資料、アナロ
グビデオテープ・デジタルビデオテープによ
る映像資料)から民話テキストを抽出し、メ
タデータを付加してデータベース化した。メ
タデータのない音声資料については、話者の
協力を得て資料が収集されたおおよその年
代・録音の内容・方言・話者を特定した。 



 

 

 
(3) タイプ原稿等の電子データ化 
V.マリュコービチ氏によるロシア語で書か
れた手書き原稿およびタイプ原稿の電子複
製を OCRソフトおよびロシア語母語話者の協
力により文字化し、コンピュータで処理しう
る形式で電子データ化した。また、これまで
に出版されたチュクチ語・コリヤーク語・ア
リュートル語のテキスト資料を収集し、電子
データ化した。 
 
(4)テキストデータベース構築 
収集・加工した電子データからテキストデー
タベースを構築し、その一部としてテキスト
10 編を公開した。またデータベースを利用し
てアリュートル語の記述研究をおこない、次
項にあげる成果を発表した。 
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